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「国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 」 と 「国 際学術講演会 」前後 　　　佐佐木茂美

5．特権的な出会い

　1．劇詩人 ク ロ
ーデ ル の 頂点 に お い て

一 『繻子 の 靴』「内濠十 二 景」 「百扇帖」 等

　2．詩人大使 の 新 しい 使命 の 自覚 の 地 平で
一 エ

ッ
セ イ の 誕生

　3．20 世紀演劇の 問題形成の 先取 りと して の マ ラ ル メ の 再 評価一
日本 の 伝統演劇 の 理解

　　 の 仕方 の 変容　　新 しい 視線

ソ ル ボン ヌ 大学名誉教授／ ソ ル ボ ン ヌ 大学院委員長

フ ィ リ ッ プ ・ メ ナー ル 氏

「マ ル コ ・ポ ー ロ 『東方見聞録』 の なか の 日本 の イメ ー ジ」

（作成　横山安由美）

《講演要 旨》

　 マ ル コ
・ポ ー

ロ の 『東方見聞録』 は、13世紀 の ヨ
ー

ロ
ッ

パ の 人 間が 日本 に つ い て 語る 、

きわめ て 貴重な証 言 で あ る 。 しか し な が らマ ル コ 自身はず っ と中国に 住ん で お り、直 接 日本

に 来た こ とが な い
。

い っ た い 彼は ど うや っ て 日本 の 存在 を知 り、ど の よ うな視点か ら こ の 国

を とらえた の だ ろ うか
。

　r東方見 聞録』 に つ い て は様 々 な言語 に よ る 数多 くの 写 本が 存在す る （明星大 学は 、1483

年 頃 とい うきわめ て 初期の ラ テ ン 語 の 刊本 を所蔵）。た と え ば フ ラ ン ス 国立 図書館蔵 の fr．

2810写 本 （1410−1412頃）は 、ジ ェ ノ ヴ ァ の 牢獄 の 中 で マ ル コ が 物語作者 ピ ザ の ル ス テ ィ ケ

ッ
ロ に 書 き取 らせ た と さ れ る 中世 フ ラ ン ス 語版 の写本で 、 そ の 美 しい 彩色挿絵 で 知 られ て い

る 。
こ う した各種 の 中世 写本 を比較検討 しつ つ 、さ ら に 13 世紀 当時 の 日本や 中国 の 様々 な

歴史資料 と照 らし合わ せ る こ と に よ っ て 、当時 の 日本 に つ い て の 実像 と 虚像 を 浮 か び 上 が ら

せ て ゆ く 。

　 と りわ け 1274年 （文永 の 役） と 1281年 （弘安 の 役） の 二 度の 蒙古襲来に つ い て の 、西洋

人側 の 描写 と、竹崎季長 『蒙古襲来絵詞 』な どの 日本側 か らの 描写 の 比 較は興味深 い 。 海上

で 敵 を撃退 した 「カ ミ カ ゼ （神風）」 は本当 に あ．っ た の か 。 それ ぞれ の 軍隊 の 人数が 構成は

どうだ っ た の か 。 図像 を見て 比 べ て み よ う。

　実 の と こ ろ 『驚異 の 書』 （『東方見聞録』 の 原 題）は 「驚 異的事象」 を か な り誇張 して い た

よ うだ 。マ ル コ に よ る脚色 は、当時 の ヨ ーロ
ッ

パ 人 の もつ ア ジ ア の イ メ
ージ を よ く示 して い

る。それ と同時 に 、日本 の 側 の 改変 も また 明 らか に な っ て く る の か も しれ な い
。

参考 ：『全訳マル コ・Pt一口 東方見聞録 「驚異 の 書 」fr，2810写本』 月村辰雄 ・久保 田 勝
一

訳、岩 波 書店、2002年
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